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茨城町職員採用試験実施（追加募集）平成29年度
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【申込み・問合せ先】　〒311－3192　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　　　　　　　　　　　茨城町役場総務課　人事グループ
　　　　　　　　　　　☎ ０２９－２４０－７１２５（直通）

試験区分・職種

事務職（大学卒）

採用人数

３人程度
昭和62年４月２日から平成８年４月１日までに生
まれた人で、学校教育法による大学を卒業した人
又は平成３０年３月３１日までに卒業見込みの人

受　験　資　格

■試　験　日　第１次試験　平成30年１月13日（土）
■試験会場　茨城町役場（茨城県東茨城郡茨城町小堤1080）
■試験内容　教養試験、論文試験
■受付期間　平成29年11月22日（水）～12月21日（木）
　　　　　　平日　午前８時30分～午後５時15分
■受付手続　茨城町役場総務課にある申込用紙に記入のうえお申し込みください。申込用紙は郵便による請求も
　　　　　　可能です。試験内容の詳細については、「試験実施案内」をご確認ください。試験実施案内は、町
　　　　　　ホームページまたは茨城町役場総務課において取得できます。
※　平成29年９月に実施した茨城町職員採用試験に申し込んだ方は本試験の申し込みをすることができません。

先輩職員の声

こども課
遠西　　渉（27）

　私は現在、昨今の課題
となっている保育士の処
遇改善や待機児童解消の
ための業務に携わってい
ます。多様な角度から
人々の暮らしをサポート
できるのも、行政職員と
して働く魅力だと思いま
す。共に住み良い茨城町
を築きましょう！

都市整備課
金澤　慎一朗（29）

　茨城町にはポテンシャ
ルがあります。私たちに
はポテンシャルを引き出
す、企画力・実行力が求
められています。皆さん
が今まで学んできたこ
と、経験したことを活か
して、私たちと一緒に茨
城町をより良いものにし
ていきましょう！

保険課
小松　　碧（25）

　大学のゼミ研究で、人
の温かさや自然の豊かさ
に触れたことがきっかけ
で入庁しました。町民の
皆さんが安心してお手続
きや相談事ができるよ
う、日々業務に励んでい
ます。地域の皆さんから
の温かいお言葉などを直
接受け取れるのも、働く
魅力のひとつです！
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　町内の各小・中学校では、地域の農家の方の指導のもと、農作物を育て収穫する農業体験を行っています。
　自らの手で食物を育て収穫する喜びを味わう、貴重な体験をした児童や生徒たちの感想を紹介します。　　　

【問合せ先】学校教育課　☎０２９－２４０－７１２１（直通）
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。
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